
、

、

行
　
　
　
館
平
番

発
　
　
　
民
　
　
－

日
号
公
昭
0

10

6
町
　
3

明
6
黙
代

へ
年
1
郡
関
松

郷
第
轡
話

昭
　
　
　
東
館
電

　

印刷松代印刷所

　
　
　
　
　
　
　
水
道
工
事
契
約
（
着
工
）
を
議
決

　
八
月
七
日
町
議
会
第
3
回
臨
時
会
が
　
　
更
工
事
契
約
の
議
決
を
含
む
三
案
件
が

招
集
さ
れ
、
松
代
町
簡
易
水
道
拡
張
変
　
　
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま

であった北越北線の着工式が8月10日に行なわれた。また，国道253号線の改
も7月2日に起工式が行なわれ，本格的な工事に入っており数年後には完成する・
の動脈となるであろう北越北線と国道253号線の完成は現実のものとなつた。

［一クワ入れをする北越北線建設促進期成同盟会長の亘知事と

　　平岡鉄建公団東京支社長＞

し
た
。

議
第
一
号
　
松
代
町
簡
易
水
道
工
事
の

　
　
契
約
に
つ
い
て
。
　
（
8
月
3
日
町

　
役
場
に
お
い
て
指
名
競
争
入
札
が
あ

　
り
そ
の
結
果
の
落
札
者
、
新
潟
市
八

　
千
代
・
株
式
会
社
加
賀
田
組
・
代
表

　
取
締
役
加
賀
田
勘
一
郎
と
の
請
負
契

　
約
締
結
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

　
九
条
第
一
項
第
五
号
の
規
程
に
よ
り

　
議
決
を
求
め
た
も
の
。
今
回
の
契
約

　
は
全
体
〈
完
成
ま
で
〉
の
も
の
で
な

　
く
約
一
ケ
年
間
で
施
行
で
き
る
範
囲

　
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
〈
全
体
工
事

　
は
三
ケ
年
計
画
で
総
額
三
億
九
千
五

　
百
五
〇
万
円
の
継
続
費
で
あ
る
。
昭

　
和
弼
年
度
当
初
予
算
〉

　
今
回
の
契
約
額
一
億
三
千
四
百
万
円

　
工
期
弼
・
8
・
10
～
弱
・
7
・
3
1
）

議
第
二
号
　
松
代
町
税
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
　
（
特
別
土
地
保
有
税
が
創
設
さ
れ
新

　
た
に
一
税
目
を
増
加
し
た
も
の
で
す

　
）
　
〔
こ
れ
は
土
地
対
策
の
一
環
と
し

　
て
大
規
模
な
土
地
の
買
占
め
と
、
地

　
価
の
高
騰
を
抑
制
し
て
有
効
な
需
要

　
が
促
進
で
き
る
よ
う
に
税
制
の
面
か

　
ら
特
に
そ
の
効
果
を
期
待
し
て
い
る

　
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
松
代
町
の
よ

　
う
な
農
山
形
態
の
地
域
で
は
現
在
大

　
規
模
〈
該
当
の
取
得
面
積
は
一
町
歩

　
以
上
〉
な
土
地
の
買
占
め
の
例
も
な

　
く
、
今
後
も
な
い
の
で
は
な
い
か
と

　
考
え
ら
れ
ま
す
。
〕

議
第
三
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　
3
号
）

　
　
（
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
三
七
万
四

　
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
八
億
三

　
千
三
七
一
万
五
千
円
と
な
る
も
の
。

　
主
な
内
容
、
歳
入
・
繰
入
金
二
一
六

　
万
六
千
円
〈
基
金
か
ら
繰
入
れ
〉
。

　
歳
出
・
奴
奈
川
中
学
校
消
火
栓
設
備

　
　
工
事
二
二
六
万
八
千
円
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

（1）



勲　
　
講

　
麗

「奴奈川中学校の建設進む」

　奴奈川中学校復旧建設工事は松代鈴木組の施行で5月末から進められている。

　7月23日現在町役場建設課の調べでは出来高41％で予定どおり進行している。

期限は10月15日であり秋の農作業の終る頃には完成する。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
住
宅
金
融
公
庫
資
金
」

　
　
　
　
　
受
付
中
！

　
住
宅
金
融
公
庫
資
金
の
四
八
年
度
貸

付
方
針
が
決
定
さ
れ
、
受
付
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
低
利
、
長
期
の
住
宅
資
金
を
活

用
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
概
要
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

◎
受
付
期
間

　
個
人
住
宅
資
金

　
　
昭
和
四
九
年
三
月
三
〇
日
ま
で

　
住
宅
改
良
資
金

　
　
個
人
住
宅
資
金
と
同
じ

◎
選
定
方
法

　
個
人
住
宅
資
金

　
　
受
付
順
に
よ
り
選
考
す
る
。
た
だ

　
　
し
、
受
付
件
数
が
全
国
で
一
五
八

　
　
千
戸
に
達
す
る
と
期
間
内
で
も
受

　
　
付
が
打
切
ら
れ
ま
す
。

　
改
良
資
金

　
　
個
人
住
宅
資
金
と
同
じ
、
た
だ
し

　
　
受
付
予
定
件
数
は
四
万
二
千
戸

◎
貸
付
利
率

　
個
人
住
宅
資
金
　
五
・
二
％

　
改
良
資
金
　
　
　
六
・
○
％

次
に
個
人
住
宅
を
中
心
に
具
体
的
な
取

扱
方
法
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

問
　
ど
こ
に
申
込
め
ば
よ
い
の
で
し
よ

　
　
ム
　
　
　
ロ

　
う
カ
9
・

答
　
住
宅
公
庫
資
金
の
申
込
取
扱
店
で

　
あ
る
、
農
業
協
同
組
合
。

問
公
庫
資
金
は
最
高
い
く
ら
ま
で
借

　
り
ら
れ
ま
す
か
？
。

答
①
木
造
住
宅
の
場
合
は
一
八
○
万

　
　
円
ま
で
で
す
。

　
②
組
立
木
造
の
場
合
は
二
二
〇
万

　
　
円
ま
で
。

　
③
不
燃
組
立
の
場
合
は
二
五
〇
万

　
　
円
ま
で
。

卿　
④
耐
火
、
簡
易
耐
火
構
造
の
場
合

　
　
は
二
六
〇
万
円
ま
で
。

　
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
老
人
同
居
割
増

　
の
制
度
が
あ
り
該
当
者
は
二
〇
万
円

　
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
　
床
面
積
の
制
限
が
あ
り
ま
す
か
？

答
　
あ
り
ま
す
。
住
宅
部
分
の
床
面
積

　
は
の
べ
三
〇
耀
（
九
坪
）
以
上
一
二

　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）
　
※



球（松代地区分団対抗）の結果
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囹
小
学
校
児
童

　
8
月
1
日
～
3
日

　
会
場

　
　
松
代
小
学
校

　
優
勝
　
6
分
団
チ

　
　
ー
ム

　
ニ
位
　
4
分
団
チ

　
　
ー
ム

囹
中
学
校
生
徒

　
　
　
　
（
男
子
）

　
8
月
4
日
～
6
日

　
会
場
　
松
代
高
校

　
優
勝
　
古
町
タ
イ

　
　
ガ
！
ス

　
ニ
位
　
ッ
　
　
ス

　
　
リ
ー
チ
ー
ム

囹
中
学
校
生
徒

（
女
子
）
H
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
遅

8
月
7
日
～
9
日

会
場
　
松
代
高
校

優
勝
　
ッ
！
ス
リ
ー
チ
ー
ム

ニ
位
　
古
町
タ
イ
ガ
ー
ス

日
程
（
全
試
合
共
通
）

　
6
時
ー
ラ
ジ
オ
体
操
．
試
合
ー

8
時
以
前
に
終
了
。

　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
の
ロ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
ヨ
　
　
　

…
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
…

●　●　●　●　●　●　●

お礼

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
姻

と
も
に
、
今
後
の
協
力
を
お
…

願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
…

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
o
o
●
●
●
●
●
o
■
●
o
o
●
o
■
■
o
●
●
o
●
■
o
■
o
●
●

　夏休みを楽しくすごすことと、子供会の育

成を意図に、8月1日から9日間にわたる早
朝野球大会が開催されました。また、8月8

日には総合センターで約180名の保育所の幼

児と少年が集い、新潟県保育専問学院の生徒

による影絵「竹取物語・お菓子の家」をたの

しみましたo

　
奴
奈
川
囲
碁
ク
ラ
ブ
が
発
足

奴
奈
川
囲
碁
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
、
会
長

横
尾
好
和
三
段
、
事
務
局
を
奴
奈
川
支

所
に
置
き
、
第
一
回
優
勝
カ
ツ
プ
争
だ

つ
お
盆
大
会
が
八
月
五
日
室
野
山
平
旅

館
で
開
催
さ
れ
た
。
A
組
と
B
粗
に
わ

か
れ
て
熱
戦
を
展
開
し
盛
会
に
終
了
し

た
。入
賞
者
は
次
の
通
り

　
優
勝
　
　
峠
　
　
　
横
尾
　
好
和

　
第
二
位
　
　
室
野
　
　
高
橋
幸
平

　
第
三
位
　
　
峠
　
　
　
横
尾
　
庄
平

　
第
四
位
　
　
室
野
　
　
山
岸
多
一
郎

※　
○
劒
（
三
六
坪
）
ま
で
で
す
。
た
だ

　
し
、
非
住
宅
部
分
（
納
屋
、
店
舗
、

　
作
業
所
、
物
置
等
）
を
併
わ
せ
て
建

　
築
す
る
場
合
は
、
非
住
宅
部
分
の
床

　
面
積
が
住
宅
部
分
の
面
積
を
越
え
て

　
は
な
り
ま
せ
ん
。

問
申
込
み
の
時
に
提
出
す
る
書
類
は

答
①
個
人
住
宅
資
金
借
入
申
込
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
通

　
②
選
定
結
果
の
通
知
書
　
一
通

　
③
土
地
登
記
簿
謄
本
　
　
一
通

　
　
た
だ
し
、
借
地
の
場
合
は
「
地
主

　
　
の
住
宅
建
築
に
関
す
る
承
諾
書
」

　
　
一
通

　
④
収
入
証
明
書
　
　
　
一
通

　
（
申
込
書
類
は
農
協
に
あ
り
ま
す
）

問
借
入
最
長
期
間
は
何
年
で
し
よ
う

　
か
？

答
　
木
造
住
宅
は
一
八
年
、
耐
火
構
造

　
は
三
五
年
と
な
り
ま
す
。

問
　
返
済
方
法
は
？

答
　
最
終
回
資
金
交
付
後
、
元
金
均
等

　
償
還
に
よ
る
毎
月
払
で
す
。

　
な
お
利
息
は
前
月
の
残
高
に
利
率
を

　
乗
じ
て
12
分
の
ー
し
た
金
額
と
な
り

　
ま
す
。

問
保
証
人
は
？

答
　
　
「
公
庫
住
宅
融
資
保
証
協
会
」
に

　
保
証
委
託
を
す
れ
ば
連
帯
保
証
人
は

　
不
要
と
な
る
。

問
　
担
保
は
？

答
新
築
住
宅
に
第
一
順
位
の
抵
当
権

　
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
申
込
み
か
ら
資
金
交
付
ま
で
の
手

　
続
は
？

答
　
受
付
i
↓
選
考
合
格
ー
↓
設
計
審

　
査
（
選
考
合
格
後
四
〇
日
以
内
に
申

　
請
）
↓
貸
付
予
約
1
↓
工
事
の
着

　
工
（
決
定
通
知
を
受
け
て
か
ら
一
ケ

　
月
以
内
）
1
↓
現
場
審
査
（
屋
根
工

　
事
完
了
時
お
よ
び
貸
付
契
約
後
ニ
ケ

　
月
以
内
に
申
請
）
1
↓
第
一
回
資
金

　
の
交
付
（
約
束
手
形
に
よ
り
六
〇
％

　
ま
で
の
資
金
交
付
が
あ
り
ま
す
）

　
ー
↓
竣
工
（
第
一
回
現
場
審
査
よ
り

　
三
ケ
月
以
内
）
；
↓
保
存
登
記
1
↓

　
金
銭
消
費
貸
借
契
約
－
↓
抵
当
権
設

　
定
1
↓
最
終
回
資
金
貸
出
し
。

な
お
こ
の
貸
付
制
度
の
詳
細
は
も
よ
り

の
農
協
に
お
間
い
合
せ
下
さ
い
。

（3）



（4）
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　川

ロ桓柳

一
　
葉

天
国
へ
行
く
に
い
ろ
ん
な
廻
り
道

穂
揃
の
田
に
半
歳
の
苦
を
忘
れ

ほ
め
言
葉
残
し
て
み
ん
な
去
っ
て
行
き

夏
休
み
中
は
父
兄
に
任
か
せ
き
り

盆
帰
省
て
ん
や
わ
ん
や
で
夜
も
更
け

そ
の
う
ち
に
自
分
も
は
い
る
墓
を
な
で

山
開
き
そ
の
日
に
も
う
事
故
が
あ
り

水
銀
柱
と
水
死
の
数
と
背
比
べ

お
ば
あ
さ
ん
の
ミ
ニ
ス
カ
：
ト
に
お
っ

た
ま
げ

暴
動
の
大
学
生
に
親
は
泣
き

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

七
月
受
付
分
（
受
付
順
）

鰐雛

奪

若
月
　
　
守

市
川
か
お
り

飯
田
　
貴
裕

小
野
　
　
充

電
話
番
号
の
異
動

新
設

　改
〃番〃〃

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
（
公
衆
電
話
）
　
三
一
二

松
代
鉄
道
建
設
公
団
　
三
二
三

太
平
　
関
谷
正
次
　
七
四
九
五

千
年
　
山
都
屋
　
　
　
三
二
二
，

松
代
　
関
谷
栄
太
郎
九
四
〇
七

横
尾
　
朋
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

小
堺
　
　
一

山
岸
文
次
郎

仲
村
　
政
平

高
橋
　
熊
男

高
橋
　
一
郎

小
堺
エ
サ
オ

植
木
　
孝
次

二
四
才
　
　
（
　
〃
）

五
五
才
　
（
蓬
平
）

六
一
才
　
　
（
松
代
）

騒
弛
勇
（
海
老
）

器
繋
女
（
松
代
）

驚
孜
長
男
（
蒲
生
）

歌
縫
長
男
（
松
代
）

驚
灘
二
女
（
峠
）

四六九四
六三〇四
才才才才

（
儀
明
）

（
片
桐
山
）

（
儀
明
）

（
筋
平
）

あ
な
た
の
寄
稿
を

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
広
報
紙
を
充
実
さ
せ
る
た
め
公

民
館
で
は
あ
な
た
の
寄
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ど
し
ノ
＼
投
稿
下
さ
い

　
こ
の
広
報
ま
つ
だ
い
は
毎
月
二
十
五

日
に
原
稿
を
締
切
り
翌
月
十
日
に
毎
月

発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
原
稿
の
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
で
も

　
結
構
で
す
。

二
、
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
匿
名
で
登
載
す
る
場
合
は
、
そ
の

　
旨
ご
指
示
下
さ
い
。

四
、
原
稿
は
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　
広
報
ま
つ
だ
い
係
へ
。

五
、
採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

　
ま
す
。

％
、
。
・
。
．
．
（
。
。
・
一
～
φ
．
．
卿
、
＝
φ
．
（
。
◎
・
一
～
ゆ
．
◎
；
～
一
．
匂
。
、
3
φ
．
（
q
◎
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